
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。  
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は、変更可能です。 
※いずれの場合も、必ず A３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB以下としてください。 

【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C-22  

部門 
 
校内研修部門 

学校名・氏名 
 
宜野湾市立 嘉数中学校・校長 仲田 丘 

活動名 
主タイトル（12文字以内）子どもと共に育つ組織 
副タイトル（16文字以内）ICR を活用したチーム支援 
※どのような課題をどのような手法で解決したのか、わかりやすく伝える案件名を記入してください。    

課題の設定：※活動を行う前に、課題や目標をどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。 

通常学級における発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒は、文科省の調査
により 6.5％在籍するとことが明らかにされている。しかし、支援が必要な児童生徒、必要な支援の実態把握
は、教員の主観・経験に依存し、支援内容の妥当性は不確かである事が多い。その結果適切な支援が出来
ず、本校においても、長らく生徒指導困難校として課題を抱えてきた。このような状況は、教員の無力感や疲弊
感に繋がり、また、学校全体の雰囲気の悪化等、負のサイクルを招いていた。 

方針・計画：※課題を解決するために仮説を立てて、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

上記で挙げた課題に対し、支援の必要性のある生徒への対応に焦点をあて、下記活動を計画した。 
1. 組織的な教育支援を必要とする生徒を支えるための校内体制の構築 

- 教員の専門性と実践力を高めるための校内研修会の開催 
2. 教育的な支援ニーズの高い生徒への適切な関わり 

- ICR（IN-Child Record の略）を活用したケース会議による生徒の詳細な実態把握（図.1）     
- ICR による定期的な支援評価（振り返り）を行い、個々の支援ニーズに合わせた関わりをもつ 

活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

生徒を支える体制の構築 生徒支援の実践 
 専門家 (琉球大学教育学部特別支援教育、 

韓教授ら研究チーム) による教育支援 
 理論と実践を基軸にした校内研修の実施 

- ICR の意義と活用法 
- ADHD、ASD、SLD等への理解と対応 
- 学年職員を中心とした模擬ケース会議 

 ICR による生徒の実態チェック（担任・学年） 
 ケース会議及び支援の実施 
① 生徒の多面的・多角的な実態把握 
② 支援の方向性・具体的な手だての協議 
③ 支援の実施 
④ 支援ニーズの再確認・支援内容の修正⇒③へ 

 

活動の成果： ※課題や目標に対し、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

 生徒の変化 
- ICR で評価した支援ニーズの改善（図.２、図.3） 
- 学校全体として、お互いを認め合う校風が育ってきた 

 教員の変化 
- 多面的・多角的に生徒を理解し、教育的ニーズに合わせた組織的な支援の必要性が認識できた 
- 組織的な取組による生徒の変容を機に、教員の自信獲得と教職への満足度が向上 (表.1) 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度の箇条書きしてください 

 ケース会議における ICR の活用が支援の方向、手だてに信頼性と妥当性を与え、教師に自信が備わった 
 学年単位のチームで支援を進めるため職場に連帯感が生まれ、些細な事でもためらわずに相談、協力で

きるようになった。長期的に支援方法を検証し、改善していくので、担任は安心で疲弊感がない 
 個に対して打ち出した方針や手だてを類似傾向のある生徒に汎用できることが本研修の強みである 

図.1 IN-Child Record 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 図.2 ケース会議を通した支援内容の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3 支援を通じて改善が見られた事例 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
表.1 教員の変化 
 
 
 
 
 
 
 
  
     
                               

IN-Child Record（ICR）とは 
 「発達の遅れ、知的な遅れ又はそれらによらない
身体面、情緒面のニーズ、家庭環境を要因とし
て、専門家を含めたチームによる包括的教育を必
要とする子」に対して、子どもが抱えている教育的ニ
ーズを把握するための評価ツール 
 
 教育現場で見られる子どもの様子を評価 
 大きく 4 つの側面(14領域，82項目)から、
総合的に子どもの実態を把握 

 信頼性・妥当性の検証された科学的ツール 

生徒の変化（6か月間の支援） 
 リーダー的な役割をこなす中で自分の行動を調整 
 学習に取り組む際の声掛けによって授業に集中 
 
〇1学期中間→2学期期末 席次 90位向上 
 
本生徒の成長が、学級内に学習に向かう雰囲気を
生み、学級全体の学習態度が向上。 
 
不注意や多動性・衝動性といった情緒面の教育的
ニーズが改善することに伴って、学習をさらに向上する
ために、担任教員によって、計算や推論が教育的ニ
ーズとして捉えられるようになった。（左図太字） 

背景黄：宜野湾市平均より良い項目  
赤字：経年的に改善した項目 
 
教員ストレスの軽減，仕事の満足度

向上が見られ、生徒が変化していくことによ
って、教員の意識が変わり、本校の教育
活動の充実化につながっている。 

生徒が見せる様子 
授業中席に座ることが出来ず、床に寝転んだり、友達
の席まで行ってお喋りをしたりする。学習の準備をせず、
活動にも参加することが出来ない。 
 
ICRから見る生徒の教育的ニーズ 
不注意と多動性・衝動性が強く、席に長時間座り、活
動に集中することが難しい。また、一斉指示を聞くことが
出来ていない。 
 
支援方法 
 学級内でリーダー的な役割を与える 
 指示の個別化や集中を促す声掛けの実施 
 

※赤字は特にニーズが高いことを表す 




